
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

昭和44年4月実施

□ 区民全体 □ 対象年齢あり（　　　　）

☑ 対象条件（　4月1日現在0歳児であること　）

備考 ：
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　乳児期は、人間形成の上で特に大事な時期ですので、保護者の愛情の中で育てられることが重要です。
しかし、保護者の方が就労や病気などで保育できない場合に、保育ママが保護者に代わって家庭的環境の
中でふれあいを大切にして保育します。

②家庭的環境を重視した保育ママ制度の充実
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事 業 名 保育ママ事業

なし □ あり

委託等の内容 ）

　

A(a) 国都支出金（歳入） ① 保育ママ助成事業

A(b) 区負担分 ②

A(c) 受益者負担（歳入） ③

④ 　

⑤ 　

⑥ 　

⑦ 区職員の人件費

( ～）

事
　
　
業
　
　
背
　
　
景 その他背景・他の自治体の状況等

対象事業に関連する他の事業

民間委託やボランティアなどとの協働の状況

実施の根拠となる法令等　

　

総事業費の経年変化

0千円

64,260千円

Ｂ 利用者が事業者等へ直接支払う額

イ 非常勤職員

14 年 度
ア 常勤職員 6.0人

地域力を活用した家庭的な環境での保育により、費
用対効果も大きい。

ウ 臨時職員

経費の説明

　

保育補助金や需要費など

　　　　支出内訳（①～⑦）

397,446千円

事　業　概　要

保育ママの募集や研修、巡
回相談指導等の業務

16年度総事業費（Ａ+Ｂ）　

②

事　業　名

③

511,014千円

区0歳児の16年度末における状況は、約８８％が家庭保育であり、主な施設保育受託児数（H17.3.31現在）は次のと
おりです。また、保育ママ（家庭福祉員）制度としては、23区で1番多い保育ママ数となっています。
保育ママ：419人　　私立保育園：142人　　認証保育所：175人　　認証保育室：75人

①

307,334千円

49,308千円

乳児一人あたり
月額17,000円

経
　
　
費
　
　
の
　
　
概
　
　
要

446,754千円

都補助金

　

単位千円

Ａ 区の会計内訳（ａ～c）

139,420千円
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A(a)
27.3%

A(b)
60.1%

Ｂ
12.6%

①
89.0%

⑦
11.0%

平成１6年度
区会計

支出比率
①～⑦

A（a～ｃ）
区会計内訳

490,989
473,294 511,014

平成16年度
総事業費（A+B）

負担比率

乳児一人あたりの経費

乳児一人あたりの公費負担分

16年度の
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そう思う そう思わない

5 4 3 2 1

1 ○
2 ○

3 ○
4 ○

5 ○
6 ○

7 ○
8 ○

9 ○
10 ○

ボランティアやNPOの活用が可能である。

受益者負担を検討する必要がある。

対象者や実施回数、助成額等は適切である。

　保育ママ制度は、乳児期に必要な「家庭的保育」を、子育てに愛情をもっている地域ボランティア（地域
力）が中心的な役割を果たす大変有効な制度である。また、費用対効果も高いことから、今後も、乳児人
口の動静を見定めつつ、事業の充実・強化を行っていくことが必要である。

 

所 管 部 長 の 意 見

民間委託の可能性がある。

保育ママは既に区民主体の事業である

所 管 課 長 評 価

事業名

　【必要性・代替性】

保育ママ事業

平成１7年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

目的を達成するために他の手段がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

25整理番号

所属名 子ども家庭部 保育課 保育ママ係

 

 

 

　【協働の可能性】　※既に実施している場合は、拡大・維持・縮小の可能性として評価

 

 

　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

工夫や改善が必要である。

 　　　　　　　　　　　　　〃

事業の成果を上げている。

区が実施すべき事業である。

　【実績】

　【公平性】
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そう思う そう思わない

5 4 3 2 1

1 ○
2 ○

3 ○
4 ○

5 ○
6 ○

7 ○
8 ○

9 ○
10 ○

　【公平性】

　【実績】

外部評価委員会の意見

目的を果たすために有効な事業である。  

事業の成果を上げている。  

　【協働の可能性】　※既に実施している場合は、拡大・維持・縮小の可能性として評価

ボランティアやNPOの活用が可能である。

平成１7年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号

外 部 評 価 委 員 会 評 価

　【必要性・代替性】

25 事業名 保育ママ事業

所属名 子ども家庭部 保育課 保育ママ係

区が実施すべき事業である。  

目的を達成するために他の手段がある。  

 

既に民間の力を活用している。

 

受益者負担を検討する必要がある。

対象者や実施回数、助成額等は適切である。

・少子化傾向が顕著な23区の中にあって、江戸川区は出生率が高く、このことは評価に値する。今後ま
すます保育ママ事業の重要性が増してくると思われる。
・実際にこの事業の利用者として、事業の有効性、必要性を実感した。
・子どもにとっても、親にとってもたいへんよい制度であると感じている。
・待機児解消のために、今後ますますの事業充実を期待する。
・公立の0歳児保育を実施するよりも経済的にできるとのこと。経費の面から見ても評価できるのではな
いか。

経費を削減できる可能性がある。  

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　 備　　　考

民間委託の可能性がある。

　【効率性】

工夫や改善が必要である。  
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